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近年、日本では人間関係や対人行動に関する問題は様々な領域で増大し、メンタルへノレスケ
アを対象とする問題への対応が急務となっている。従来のテレビ会議システムでは、システム
を使用する前に専用ハードウェアや専用アプリケーションをインストーノレしておく必要がある
ため、システムを利用できるようにするまでに非常に手聞がかかった。このため、メンタルヘ
ノレスケアの専門家やそれを学ぶ学生を利用者として想定した場合には比較的コンビュータの専
門知識を持たない利用者でも利用できる必要があるため、システムの導入は困難であった。本
稿では、メンタルヘルスケアの専門家と学生による遠隔教育を想定し、映像と音声によるコミ
ュケーションが可能なwww会議システムを開発したので報告する。

1 背景
近年、日本では人間関係や対人行動に関す
る問題は様々な領域で増大し、メンタルヘル
スを対象とする問題への対応が急務となって
いるが、対応できる専門家・研究者が圧倒的
に不足している。例えば、学校ではいじめや
登校拒否といった問題からスクールカウンセ
ラの配備を急いでいるが、臨床心理士などの
専門家の数が圧倒的に不足しているのが現状
である。他にもメンタルヘルスを取り扱う医
療現場や臨床心理現場、また生産性を追及す
る企業においても対人関係を扱う専門家を必
要としている。特に、通常のカウンセリング
は FaceωFaceで行われているが、通常のカ
ウセンリングに加えて個別の精神的ケアを要
する患者も多く、メンタルヘルスケアを対象
とする専門家の育成が急務となっている。
これに対して、メンタノレヘルスケアの専門
家を効率的に育成し、遠隔地に点在する学生
の教育を実現するために、インターネットが
利用されるようになってきた。メンタノレヘル
スケア教育においては、表情や芦に現れる変
化も重要な要素となるため、講師と学生のラ
イブビデオを用いたコミュニケーション手段
を確立する必要が有る。
近年では、 ADSLや FπHの普及に伴い、
一般利用者がインターネットに接続して数
Mbpsから数十Mbpsの帯域を利用できるよ
うになってきている。これに伴い、一般利用
者にもインターネットを利用した映像配信や
テレビ会議が利用されつつある。
このようなシステムには専用ハードウェア

を要するシステム[1][2]から、既存のパソコ
ンに各種カメラを接続して使用するソフトウ
ェアによるシステム[3][4]が存在する。しか
しながら、メンタルヘルスケアの講師や学生
を利用者として想定した場合には比較的コン
ヒ。ュータの専門知識を持たない利用者でもシ
ステムを利用できるようにする必要があるた
め、従来のハードウェアやソフトウェアによ
るシステムではメンタノレヘノレスケア教育の現
場への導入が困難であった。
このような背景を元に我々は遠隔地に点在
するメンタルヘノレスケアの専門家と学生聞の
コミュニケーションを想定し、ライブビデオ
によるコミュケーションが可能な www会
議システムを開発したので報告する。
以降、第2章では本研究の関連研究につい
て述べる。第3章では本稿で提案する www
会議システムについて説明する。第4章では
本システムのシステムアーキテクチャを挙げ、
本システムを構成する www会議クライア
ントと www会議サーバの機能について記
述する。第 5章では MacromediaAash と
Macromedia Aash Communication Serverを用
いた本システムの実装について述べる。第6
章では岩手県、石川県、福岡県の3地域で行
った本システムの機能評価について述べる。
最後に第7章にでまとめ及び今後の課題につ
いて述べる。

2 関連研究
従来のライブビデオの送受信を行うシステ
ムに関する研究では、 LAN環境や専用回線
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が使用され、遠隔会議や遠隔講義を対象とし
たシステムに関する研究が活発に行われてき
た。このような遠隔会議や遠隔秘義を対象と
したシステムの研究では多地点問におけるラ
イブビデオの送受信の検討[5]向や複数台の
送信すべきライブビデオの切り替えの自動化
の検討[7]が行われてきており、システムの利
用者がネットワーク上に復数存在する環境に
おいてもライブビデオの送受信が実現されて
きている。一方，ネッ トワークの高速化やラ
イプビデオのネットワークに介した送受信の
普及に伴い、医療の分野においてもライブビ
デオが利用可能なシステムが導入されてきて
いる。このようなシステムに関する研究には
超高精細 X線画像とライブビデオを利用し
て医師等が地方の診療所と中央の病院問で遠
隔コンサノレテーションを行うシステムに関す
る研究[旬、入院忠、者と患者の遠隔コミュニケ
ーションサービスを提供するシステムに関す
る研究[9]が行われている。このような研究で
は専用回線や LAN環境上にシステムが構築
されており、インターネットによるライブビ
デオの送受信を前提としたシステムではなか
った。
従来の研究における LAN環境や専用線に
よるライブヒデオの送受信を前提としたシス
テムでは、専用のハードウェアやyフ トウェ
アが必要であり、インターネット上に点在す
る多数の一般利用者を対象とする用途に使用
することは困難である。このため、本研究で
はインターネット上に点在する一般利用者間
のコミュニケーションを前提とした www
会総システムについて検討した。

3 羽崎明F会議システム
本稿で提案する www会議システムとは
図1に示すようにインターネット上に点在す
る利用者等が www上からライブビデオを
用いたコミュニケーションが可能なシステム
である。利用者等は wwwカメラやビデオ
カメラが接続された PCとインターネットに
接続できる環境さえ用意できれば、日本各地
に点在する他の利用者等とリアノレタイムな映
像と音声を用いたコミュニケーションが可能
となる。本システムを利用することで、アプ
リケーションのインストーノレや設定に煩わさ
れることなく、遠隔地に点在する利用者間で
カウセリングやディスカッションを行うこと
が可能となる。本システムは図2に示すよう
に DVカメラや wwwカメラ等が接続され
た PCから利用可能である。本システムは
www会議クライアントと www会議サー
バによって構成され、各利用者の PCから
wwwブラウザを用いて www会議サーバ
にアクセスすることで www会議クライア
ン トが提供され、 www会議クライアン卜を
通じて下記の機能が提供される。
1)ユーザ認証機能
2)ライブビデオの送受信機能
3) ライブビデオの記録 ・再生機能
4) ビデオのクオリティ設定機能
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図 2:WWW会議システム

1)ユーザ認証機能では本システムの利用
!I寺に WWW会議クライアントからユーザ ID
とパスワードの入力が求められ、 WWW会議
サーパに登録されたユーザ IDとパスワード
との照合が行われる。認証に失敗した場合に
は www会議サーバへの接続が切断され、
ユーザ lDとパスワードの再入力が求められ
る。また、セキュリティの観点から接続ユー
!戸数の上限を超えた場合にも WWW会議サ
ーバへの接続が切断される。 2) のライブビ
デオの送受信機能では www会議サーバを
介したライブビデオのストリーミングが行わ
れ、 l対 1、1対 N、N対 N形式によるビデ
オデータと音声データの送受信が行わる。
図3に示すように l対 1形式の会銭は1対 l
のコミュニケーションが提供される形式であ
る。図4に示すように 1対 N形式の会議は、
送信側の利用者の提供するライブビデオを複
数の受信側の利用者で聞く形式であり 、議会
中継等で一般的に利用される形式である。 1
対多形式の www会議では送信側と受信側
の2種類の www会議クライアン トが提供
される。図5に示すように N対 N形式の会
議では多人数によるコミュニケーションが提
供される形式である。
www会議クライアントでは他の www
会銭クライアン トとのコネクションの管理、
ビデオデータと音声データの H.263によるエ
ンコードとデコードが行われ、ライブビデオ
の送受信が実現される。 www会級サーバで
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は www会議サーバに接続中の www会議
クライアントとのコネクション管理のみが行
われる。 3)のライブビデオの記録・再生機
能では、 www会議クライアント上でカメラ
から取り込まれたライブビデオが www会
議サーバ上にビデオデータとして記録され、
すべての www会議クライアントから再生
可能とされる。このビデオデータは後日シス
テムを利用した時にも再生可能であり、過去
のカウセリング時の状況やカウンセラによる
指示の確認等に利用可能である。 4)のビデ
オのクオリティ設定機能では www会議ク
ライアント上でカメラから取り込まれる画像
サイズとフレームレート、他の www会議
クライアントから受信されるライブビデオの
フレームレートが設定される。 CPU能力やネ
ットワーク帯域が不足した場合には音声デー
タの遅延やビデオデータのフレームの遅延や
ロスが発生するが、ビデオのクオリティ設定
機能により、利用者の環境に合わせて遅延や
ロスを抑えつつ、“フレームレートを下げて
画像サイズを大きくする“、"画像サイズを
小さくしてフレームレートを上げる“といっ
たサービスの質 (QoS)を満たしたライブビ
デオの提供が実現される。

4 システムアーキテクチヤ
www環境においてライブビデオを用いた
コミュニケーションを提供するために本シス
テムは図 6に示すシステムアーキテクチャに
より構成される。

4. 1 www会議クライアント
インターネッ上に接続される Pc-のネット
ワーク帯域には数 lOKbps程度の低帯域な環
境から 1∞Mbps程度の高帯域な環境まで存
在する。このような帯域の異なるネットワー
クに接続された PC間でライブビデオを用い
たコミュニケーションを実現するため、
www会議クライアントはユーザインターフ
ェース、認証マネージャ、ユーザ、マネージャ、
www会議マネージャ、コネクションマネー
ジャ、共有オブジェクトマネージャ、ビデオ
入出力マネージャ、ビデオクオリテイマネー
ジャ、ビデオストリームマネージャによって
構成される。
ユーザインターフェーで、は利用者へのユー
ザインターフェースの提供が行われる。ユー
ザインターフェースにはユーザ IDおよびパ
スワードの受付、ビデオの入出力設定、ビデ
オ画像、ビデオクオリティ設定のためのイン
ターフェースが存在する。
www認証マネージャでは利用者から入力
されたユーザ IDとパスワードと www会議
サーバに登録されたユーザ IDとパスワード
との照合が行われる。照合失敗時にはユーザ
インターフェースを通して利用者にユーザID
とパスワードの再入力を求められ、照合成功
時にはユーザ IDをユーザマネージャに渡さ
れる。

図 3:1対 1形式

図 4:N対N形式
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図 6:システムアーキテクチャ

ユーザマネージャでは本システムを利用中
の利用者、各利用者にビデオストリーム割り
当てられたビデオクオリティ、録画されたビ
デオデータ名の管理が行われる。最大利用者
数を超える場合にはユーザマネージャにおい
てwww会議への参加が拒否される。
www会議マネージャでは会議形式に応じ
た利用者数の設定とユーザインターフェース
の提供が行われる。
コネクションマネージャでは www会議
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に参加する他の www会議クライアントと
のコネクションを管理する。また、コネクシ
ョンマネージャでは会議形式および最大利用
者数に従って最大コネクション数が設定され
る。
共有オブジェクトマネージャでは www
会議サーバに格納されたビデオデータ名を共
有オブジェクトとして取得する。ライブビデ
オの記録が指示された場合には共有オブジェ
クトマネージャを通じて、 www会議サーバ
に共有オブジェクトとしてビデオデータ名が
追加される。
ビデオ入出力マネージャではビデオの入出
力が行われる。ビデオの入力にはカメラから
のビデオの取り込み、 www会議マネージャ
で指定されたビデオストリームの受信があり、
ビデオ出力にはビデオストリームの表示、カ
メラから取り込まれたビデオの表示と送信が
存在する。
ビデオクオリティマネージャではユーザマ
ネージャで設定されたビデオクオリティに従
って各ビデオストリームのビデオサイズとフ
レームレートの設定が行われる。
ビデオストリームマネージャではビデオデ
ータと音声データの www会議サーバへの
送受信が行われる。これにより、 www会議
クライアントはwww会議サーバを介して、
他の www会議クライアントとのライブビ
デオの通信が実現される。

4. 2 WWW会議サーバ
複数のユーザのよるライブビデオを用いた
コミュニケーションや www会議サーバ上
でのライブビデオの記録・再生を実現するた
めには、ライブビデオやビデオデータのビデ
オストリームの管理や wwwサーバに記録
されるライブビデオのビデオデータの管理が
必要となる。 www会議サーバはビデオスト
リームやビデオデータを管理するために、認
証マネージャ、 www会議マネージャ、ユー
ザマネージャ、コネクションマネージャ、共
有オブジェクトマネージャ、ビデオ記録マネ
ージャ、ビデオストリームマネージャによっ
て構成される。
www認証マネージャでは本システムを利
用可能な利用者のユーザ IDとパスワードの
管理が行われる。また、 www会議クライア
ントの認証マネージャからの要求に応じて、
ユーザIDとパスワードの照合を行う。
ユーザマネージャでは本システムを利用中
の利用者、各利用者にビデオストリーム割り
当てられたビデオクオリティ、録画されたビ
デオデータ名の管理が行われる。
www会議マネージャでは会議形式に応じ
た利用者とビデオストリームの管理が行われ
る。
コネクションマネージャでは www会議
に参加する www会議クライアントとのコ
ネクションを管理する。また、コネクション
マネージャでは会議形式および最大利用者数
に従って最大コネクション数が設定され、最

大利用者数を超えて www会議に参加を試
みた場合には、コネクションの切断が行われ
る。
共有オブジェクトマネージャでは記録され
たビデオデータ名が共有オプ‘ジェクトとして
格納される。ここで共有オブジェクトとして
格納されたビデオデータ名は www会議ク
ライアントの切断時にも保持される。
ビデオ記録マネージャで、はビデオストリー
ムのビデオデータと音声データの記録と
www会議サーバ内に記録されたビデオデー
タと音声データの管理が行われる。
ビデオストリームマネージャでは www
会議クライアントとのビデオストリームの管
理が行われる。

5 実装
本システムの実装では www会議クライ
アントは www上からのシステムの起動と
マルチプラットホームによる動作を実現する
ために Acti~nScrip~ を用いてFlASH アプリ
ケーションとして実現した。 WWW.会議クラ
イアントの wwwブラウザによる提供用に
Apachel.3.29を用い、ビデオデータの送受信
用に Macromedia社のFlASHCommunication 
Server MX1.5を使用した。また、 www会議
クライアントのFlASHアプリケーションの
実装にあたっては、 Macromedia社の FLASH
Studio MXl.5を使用した。

本システムの菜、では各会議形式に対応し
たFlASHアプ9ヂーションか wwwザーパ
上にアップロードされており、 wwwブラウ
ザを用いて参加したい会議形式の FLASHア
プリケーションをダウンロードすることで
www会議クライアントが起動される。
www会議クライアントの起動後には www
会議クライアントと FLASHCommunication 
ServerMX1.5との間でビデオデータの送受信
が行われる。本システムで送受信されるビデ
オデータにはライブビデオと wwwサーバ
に記録されたビデオデータがあるが、すべて
のビデオデータがFlASHCommunication 
ServerMXl.5によって H.263により圧縮され
て、送受信される。
実装したシステムのインターフェースを図
7、図8、図9、図 10に示す。
図7は1対 1形式の www会議を提供す
るアプリケーションのインターフェースであ
る。このインターフェースの下部に表示され
ているビデオは左から順に通信相手のライブ
ビデオ、 www会議サーバに記録されたビデ
オデー夕、この www会議クライアントの
利用者のライブビデオである。利用者はボタ
ン操作によって wwwサーバに記録された
ビデオデータの再生とライブビデオの録画を
行うことができる。一方、このインターフェ
ースの中央に表示されているビデオは下部に
表示されているビデオの拡大表示である。こ
の中央に表示されるビデオは下部に表示され
ているビデオをマウスによりクリックするこ
とで選択することができる。
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図 7:1対 l形式のインクーフェース
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図 10:1対 N形式の受信側インターフェース

図8は N対 N形式の www会議を提供す
るアプリケーションのインターフェースであ
る。このアプリケーションでは、 4人まで
www会議に参加することが可能である。こ
のインターフェースの下部に表示されている
ビデオは www会議に参加している利用者
であり、右端に表示されているビデオがこの
www会議クライアントを利用している利用
者のビデオである。このインターフェースの
中央に表示されているビデオは下部に表示さ
れているビデオの拡大表示である。この中央
に表示されるビデオは下部に表示されている
ビデオをマウスによりクリックすることで選
択することができる。
図9、図 10は1対 N 形式の www会議
を提供するアプリケーションのインターフェ
ースである。図 9は送信仰!の www会殻ク
ライアントのアプリケーションである。この
アプリケーションではチャネノレ設定画面、ビ
デオクオリティ設定画面、ビデオ表示画面が
選択でき、表示中の画面はチャネノレ設定画面
である。 このインターフェースの上部はチャ
ネノレ設定画面、ビデオクオリティ設定図面、
ビデオ表示画面の選択ボタンがあり 、中央は
カメラから織り込まれているライブビデオで
ある。このインターフェースの下部は www
会議サーバに記録されるライブビデオのビデ
オデータ名、記録停止ボタン、記録ボタンで
あり、右部は送信用ビデオストリームのチャ
ネノレ番号選択ボタンである。チャネノレ設定画
面では 1から 12までチャネノレ番号を選択す
ることができ、チャネノレ番号の選択によるラ
イブビデオの送信、送信用ビデオストリーム
のライブビデオ名の設定、 www会議サーバ
へのライブビデオの記録が可能である。図 1
0は受信fJllJの www会議クライアントのア
プリケーションである。このアプリケーショ
ンでは送信仰lの www会銭クライアントと
同様にチャネノレ設定函菌、ビデオクオリティ
設定画面、ビデオ表示画面が選択できる。こ
のインクーフェースの上部はチャネノレ設定画
面、ビデオクオリティ設定画面、ビデオ表示
画面の選択ボタンがあり、中央は送信側の受
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信されるライブビデオや www会議サーバ
に記録されたビデオデータがビデオとして表
示される部分である。このインターフェース
の下部は www会議サーノくから再生するビ
デオデータを選択するためのリストボックス
と再生ボタンであり、右部は受信用ビデオス
トリームのチャネノレ番号選択ボタンである。
チャネノレ設定画面では 1から 12までチャネ
ノレ番号を選択することができ、チャネノレ番号
の選択によるライブビデオの送信、表示中の
ビデオストリームのライブビデオ名の表示、
www会議サーバに記録されたビデオデータ
の再生が可能である。

6 評価
本システムの機能評価を福岡県、石川県、
岩手県の3地域間でインターネット介して行
った。この機能評価では、福岡県、石川県、
岩手県の3地域聞を1Gbpsの専用線、l00Mbps
の FITH回線、 12Mbpsの ADSL回線により
インターネットを介して接続した環境で、実
装したシステムを用いた多対多形式の www
会議を実施した。本システムの機能評価の結
果、福岡県、石川県、岩手県の3地域聞にお
いても本システムを用いた www会議が実
施できることが確認できた。しかしながら、
インターネットを使用してビデオデー夕、音
声データの送受信を行ったため、ビデオデー
夕、音声データとも良好に送受信できる場合
もあったが、システムを使用する時間帯によ
っては各データの送受信に必要な帯域が確保
できず、受信されるビデオデータのフレーム
レートの大幅な低下や受信される音声データ
に1秒程度の遅延が発生した。

7 まとめ
本稿では、少年犯罪の増加とメンタルヘル
スを対象とする専門家の圧倒的な不足を背景
として、ライブビデオにより遠隔地問のコミ
ュニケーション支援する www会議システ
ムを提案した。また、本システムで提供され
る会議形式について述べ，本システムの実装
について述べた。本システムの有効性を評価
するために機能評価を行った結果、福岡県、
石川県、岩手県の3地域間でインターネット
介した N対 N形式のwww会議が実施でき
ることが確認できた。
今回の評価では本システムがインターネッ
ト環境で実際に使用できるかという観点から
評価を実施した。メンタルヘルスケア教育に
用いた場合の有効性についての評価は今後の
課題である。今後はメンタノレヘルスを対象と
する専門家の育成や集団生活における問題児
の分析の観点から、 wwwベースのメンタル
ヘルスを対象とした検査システムの開発を行
い、本システムと併用することで専門教育の
機会の増加や臨床心理士を目指す学生の教育
環境の向上を図って生きたいと考えている。
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